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支部代表者会模様

定期総会模様

寓
済
喝

㊨
宮
城
支
部

◎
支
部
役
員
会
。
代
表
者
会
開
催

2
7
年
5
月
2
7
日
、
N
T
T
東
日
本
五
橋
ビ
ル
に
お

い
て
、
平
成
2
7
年
度
支
部
役
員
会
を
実
施
。
支
部
代

表
者
会
に
付
議
す
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
代
表
者
会
を
支
部
役
員
、
代
表
者
等
2
0
名

が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
寺
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
大
崎
ク
ラ
ブ
の
鈴

木
事
務
局
長
を
議
長
に
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

・
平
成
2
6
年
度
事
業
報
告

・
平
成
2
6
年
度
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

・
平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
　
（
案
）

・
平
成
2
7
年
度
収
支
予
算
（
案
）

・
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

山
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

代
表
者
会
終
了
後
、
五
橋
ビ
ル
食
堂
で
N
T
T
東

日
本
宮
城
事
業
部
の
幹
部
の
皆
様
を
お
招
き
し
て
懇

親
会
を
開
催
、
交
流
を
深
め
終
了
し
ま
し
た
。

◎
「
東
桧
島
市
矢
本
地
区
の
海
岸
防
災
林
再
生
活
動
」

へ
の
参
加

震
災
で
喪
失
し
た
同
地
区
の
海
岸
防
災
林
復
活
の

取
り
組
み
と
し
て
、
N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業
部
が

主
催
す
る
「
N
T
T
東
日
本
み
や
ぎ
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
5
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
第
一
回
目
と

し
て
2
7
年
6
月
2
0
日
、
現
地
で
の
植
樹
が
あ
り
ま
し

た
。
電
友
会
か
ら
も
各
地
区
か
ら
計
1
0
名
が
参
加
し
、

暑
い
日
ざ
し
の
中
海
岸
線
に
復
興
の
一
助
に
な
れ
ば

と
一
本
一
本
を
し
っ
か
り
と
植
林
し
ま
し
た
。

2
7
年
6
月
1
9
日
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
「
鳳
風
の

間
」
に
お
い
て
1
8
0
名
が
出
席
し
、
平
成
2
7
年
度

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
は
じ
め
に
物
故
者
へ
の
黙
祷
が
行

わ
れ
、
「
三
つ
の
ね
が
い
」
　
の
唱
和
、
小
野
寺
会
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
議
長
に
元
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
事
務
局

長
の
手
倉
森
栄
一
氏
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
仝
議
案
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
本
年
上
期
に
賀
寿
を
迎
え

る
7
7
名
の
会
員
の
う
ち
総
会
に
出
席
し
た
目
名
の

方
々
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
、
永
き
に
亘
り
地
区
担
当

以
上
の
議
案
が
高
石

事
務
局
長
よ
り
提
案
さ

れ
、
全
て
提
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
支
部
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
予
定

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
、
各
地
区
か
ら
沢

㊨
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

◎
第
一
回
理
事
会
開
催

2
7
年
5
月
2
2
日
、
N
T
T
五
橋
ビ
ル
会
議
室
に
お

い
て
役
員
3
0
名
の
出
席
に
よ
り
、
平
成
2
7
年
度
第
一

回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
次
の
事
項
に
つ
い
て
議
論
し
、

意
識
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

・
平
成
2
7
年
度
定
期
総
会
の
議
案
書
審
議

・
会
長
表
彰
候
補
者
に
つ
い
て

・
サ
ー
ク
ル
助
成
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

◎
定
期
総
会
開
催

常
任
理
事
・
地
区
担
当

役
員
・
監
事
と
し
て
活

躍
し
今
回
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
た
4
名
の
う
ち
、

出
席
さ
れ
た
1
名
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
及
び
新

会
員
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
二
部
に
は
ご
来
賓
に
N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業

部
幹
部
の
皆
様
を
は
じ
め
賛
助
会
員
企
業
代
表
の

方
々
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
を
代
表
し
て
N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業
部

総
務
部
長
の
小
林
誠
様
か
ら
N
T
T
の
現
状
等
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
ル
ウ
エ
ル
東
日
本
（
株
）

東
北
支
店
長
赤
間
輝
悦
様
の
ご
発
声
に
よ
り
乾
杯
を
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行
な
い
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。
楽
し
く
賑
や
か
に

懇
談
の
後
、
佐
藤
英
明
副
会
長
に
よ
る
恒
例
の
楽
し

い
中
締
め
が
あ
り
、
次
回
例
会
で
の
再
会
を
誓
い
合

い
散
会
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

。
五
橋
囲
碁
ク
ラ
ブ

第
2
4
回
N
T
T
・
O
B
北
4
県
親
善
囲
碁
大
会
の

開
催恒
例
の
北
4
県
（
青
森
・
八
甲
囲
碁
ク
ラ
ブ
、
岩
手
・

高
松
囲
碁
ク
ラ
ブ
、
秋
田
・
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ
、
宮

城
・
五
橋
囲
碁
ク
ラ
ブ
）
親
善
囲
碁
大
会
（
5
月
3
1

日
～
6
月
1
日
開
催
）
　
が
宮
城
の
当
番
幹
事
に
よ
り
、

岩
手
・
繋
温
泉
清
温
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
県
8
名
の
代
表
（
総
勢
3
2
名
）
　
の
参
加
者
に
よ

り
対
抗
戦
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
棋
力
も
7
段
の
高
段
者
か
ら
初
段
ま
で
、

年
齢
も
8
0
代
か
ら
6
0
代
と
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
構
成

さ
れ
、
4
回
戦
の
熱
い
戦
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
岩
手
、
秋
田
、

宮
城
が
1
8
点
と
勝
ち

点
で
同
点
と
な
り
、
順

位
が
決
定
で
き
ず
、
苦

肉
の
策
で
、
く
じ
引
き

に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
岩
手

準
優
勝
　
秋
田

3
位
　
　
宮
城
　
　
　
4
位
　
　
青
森

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
終
了
後
は
、
表
彰
式
を
兼
ね
た
懇
親
会
と
な

り
、
地
酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら
、
囲
碁
の
楽
し
さ

や
効
能
（
集
中
力
・
記
憶
力
・
忍
耐
力
・
大
局
感
、

脳
の
活
性
化
等
）
　
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
優
れ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
し
、
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ
て
遅
く

ま
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
来
年
は
、
第
2
5
回
と
い

う
記
念
す
べ
き
大
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

棋
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て
各
自
が
努
力
し
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

⑳
仙
南
O
B
会

◎
定
期
総
会
開
催

第
2
9
回
定
期
総
会
が
4
月
日
日
1
1
時
よ
り
ラ
ラ
・

さ
く
ら
会
館
（
大
河
原
町
）
　
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
降
り
の
天
候
で
し
た
が
、
現
在
会
員
数
1
1
2

名
中
4
6
名
（
男
2
6
名
・
女
2
0
名
）
　
の
出
席
で
し
た
。

総
会
は
事
務
局
補
助
の
佐
藤
昭
男
様
の
司
会
進
行
で

物
故
者
へ
の
黙
祷
、
N
T
T
東
日
本
宮
城
支
店
営
業

担
当
、
仙
南
支
店
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

石
川
支
店
長
が
所
要
の
た
め
、
山
田
担
当
課
長
か

ら
、
営
業
担
当
1
0
名
、
設
備
部
門
（
故
障
修
理
担
当
）

2
0
名
、
設
備
部
門
は
平
成
2
7
年
7
月
か
ら
仙
台
へ
集

約
、
N
T
T
の
現
状
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

米
寿
（
2
名
）
、
喜
寿
（
3
名
）
、
古
希
（
1
0
名
）

を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
千
葉
会
長
か
ら
お
祝
い
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

議
長
の
千
葉
会
長
の
進
行
で
討
議
に
入
り
、
第
1

号
、
第
2
号
、
第
3
号
議
案
と
も
会
員
皆
様
の
承
認

艮
頂
き
ま
し
た
。
第
4
号
議
案
、
平
成
2
7
年
度
予
算

案
の
慶
弔
見
舞
金
の
欄
に

つ
い
て
、
慶
事
に
つ
い
て

は
予
算
が
計
上
さ
れ
、
弔

事
に
つ
い
て
計
上
出
来
な

い
の
で
あ
れ
ば
慶
事
祝
い

金
と
、
弔
事
見
舞
金
に
項

目
を
分
け
て
は
ど
う
で
す

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
時
期
で

執
行
部
一
任
の
声
が
あ
り
、
会
計
担
当
者
が
退
任
、

事
務
局
長
が
新
任
、
千
葉
会
長
留
任
、
留
任
役
員
の

中
で
任
務
変
更
し
て
2
年
間
頑
張
り
ま
す
。

何
時
も
の
こ
と
な
が
ら
会
員
お
楽
し
み
の
懇
親
会

は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
、
高
橋
隆
夫
様
に
乾
杯
の

音
頭
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
な
お

聡
子
の
音
色
に
の
っ
て
、
大
黒
さ
ま
の
お
出
ま
し
、

会
場
か
ら
は
何
時
も
と
雰
囲
気
が
違
う
ね
の
声
、
そ

う
で
す
何
時
も
の
大
黒
さ
ま
は
古
希
を
迎
え
ら
れ

祝
っ
て
い
た
だ
く
席
へ
、
大
黒
様
は
誰
か
な
？

会
員
同
士
の
話
も
尽
き
る
こ
と
も
な
く
、
和
や
か

な
う
ち
に
懇
親
会
は
御
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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北目氏講演模様

第52回NTT仙南

◎
文
化
講
演
会
開
催

日
時
　
平
成
2
7
年
4
月
日
日

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

場
所
　
ラ
ラ
・
さ
く
ら
会
館
　
（
大
河
原
町
）

講
師
　
北
目
衛
子
氏
（
宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会

健
康
運
動
指
導
士
）

演
題
　
「
生
活
習
慣
病
と
ロ
コ
モ
」
に
つ
い
て

参
加
者
　
4
0
名
（
O
B
会
員
3
9
名
二
股
1
名
）

「
ロ
コ
モ
」
と
言
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
、
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
、
「
メ

タ
ボ
」
　
に
変
わ
っ
て
最
近
耳
に
す
る
言
葉
、
和
名
で

は
「
運
動
器
症
候
群
」
筋
肉
や
関
節
、
骨
な
ど
の
衰

え
に
よ
り
、
立
ち
上
が
っ
た
り
、
階
段
を
上
が
る
と

い
っ
た
日
常
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
な
く
な
り
ま

す
。
恐
ろ
し
い
こ
と
に
4
0
代
以
上
の
5
人
に
4
人

が
予
備
軍
と
い
わ
れ
4
0
代
か
ら
兆
候
が
見
ら
れ
る
人

も
い
る
そ
う
で
す
。

「
ロ
コ
モ
」
を
予
防
す
る
た
め
に
は
日
常
生
活
の

中
で
出
来
る
こ
と
、
注
意
す
る
こ
と
等
講
演
を
聴
い

て
自
分
で
出
来
る
予
防
策
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
と

企
画
し
ま
し
た
。

て
出
来
る
運
動
を
話
し
の
合
間
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

出
来
た
あ
～
、
ダ
メ
だ
あ
～
と
喜
ん
だ
り
が
っ
か
り

し
た
り
と
、
楽
し
い
講
演
と
実
技
で
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

侶
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

「
秋
季
大
会
」
を
会
員

封
名
（
平
均
年
齢
7
3
歳
）

中
1
9
名
の
参
加
で
2
6
年

日
月
1
2
日
秋
晴
れ
の

大
河
原
多
目
的
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り

です。優
勝
　
野
口
　
輝
満
　
準
優
勝
　
小
川
　
て
る
子

佃
麻
雀
愛
好
会

・
第
5
2
回
麻
雀
大
会
模
様
に
つ
い
て

蔵
王
の
麓
、
紅
葉
に
囲
ま
れ
た
白
石
へ
1
2
人
の
雀

士
が
集
合
し
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

と
　
き
　
平
成
2
6
年
1
1
月
5
日
午
前
1
0
時
～

と
こ
ろ
　
白
石
市
　
薬
師
の
湯
「
ひ
ま
わ
り
」

入
賞
者
　
優
勝
千
葉
定
一
準
優
勝
石
川
孝

・
第
5
3
回
麻
雀
大
会
模
様
に
つ
い
て

真
っ
白
に
雪
化
粧
し
た
蔵
王
山
麓
よ
り
吹
く
風
は
、

ま
だ
冷
た
く
新
年
は
じ
め
て
1
2
人
の
雀
士
が
白
石
へ

集
合
し
総
会
を
開
催
し
大
会
に
入
り
ま
し
た
。

表
彰
式
後
（
韮
年
年
間
賞
・
5
3
回
大
会
）
、
㌘
年
も

お
互
い
健
康
で
健
闘
を
誓
い
合
い
盃
を
交
わ
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

と
　
き
　
平
成
2
7
年
3
月
4
日
　
午
前
1
0
時
～

と
こ
ろ
　
白
石
市
　
薬
師
の
湯
「
ひ
ま
わ
り
」

年
間
賞

最
優
秀
賞
千
葉
定
一
　
平
和
賞
仙
石
平
司

U
P
・
U
P
賞
　
高
橋
　
健

役
滞
賞
　
原
田
忠
利
・
佐
々
木
孝
男

5
3
回
大
会

優
勝
　
佐
々
木
孝
男
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
仁

講
演
で
は
年

齢
幅
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
立
っ

て
出
来
る
運
動
、

椅
子
に
腰
掛
け

表
彰
式
後
、
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
健
康
と
集

ま
る
楽
し
さ
を
語
り
合

い
5
2
回
大
会
の
反
省
と

新
年
に
向
け
て
の
抱
負

を
誓
い
合
っ
た
。

大
会
の
結
果
は
以
下

の
と
お
り
。

⑳
大
崎
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
2
7
年
度
、
第
3
8
回
定
期
総
会
を
4
月
2
1
日
に

グ
ラ
ン
ド
平
成
で
5
7
名
の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。

物
故
者
へ
の
黙
祷
、
青
沼
会
長
挨
拶
そ
し
て
N
T
T

東
日
本
－
東
北
大
町
和
義
古
川
営
業
支
店
長
よ
り
N
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寿

再　再　再　新　再　再
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T
T
の
現
状
等
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
議

長
に
金
子
信
男
さ
ん
を
選
出
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

2
6
年
度
事
業
報
告
、
収

支
報
告
、
2
7
年
度
事
業

計
画
等
す
べ
て
の
議
案

の
承
認
を
い
た
だ
き
閉

会
し
ま
し
た
。
懇
親
会

は
広
崎
副
会
長
の
司
会

で
開
会
。
手
品
、
カ
ラ

オ
ケ
、
躍
り
で
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催
（
小
牛
田
ク
ラ
ブ
と
共
催
）

定
期
総
会
に
先
立
ち
、
古
川
警
察
署
生
活
安
全
課

の
後
藤
裕
次
係
長
を
お
招
き
し
、
「
特
殊
詐
欺
の
未
然

防
止
対
策
に
つ
い
て
」
　
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
①
犯
人
の
騙
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
憶
え
よ
う

「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」
「
風
邪
を
ひ
い
て

い
る
」
と
い
う
嘘
を
つ
く
こ
と
が
多
い
。
②
身
に
覚

え
の
な
い
請
求
は
、
詐
欺
じ
ゃ
な
い
か
と
疑
っ
て
か

か
り
、
家
族
や
警
察
に
相
談
。
③
う
ま
い
話
に
手
を

出
す
な
「
必
ず
儲
か
る
」
「
絶
対
に
株
価
が
上
が
る
」

等
と
い
う
勧
誘
の
言
葉
に
は
注
意
！
宝
く
じ
や
馬
券

な
ど
も
必
勝
術
は
あ
り
ま
せ
ん
！
④
「
東
京
ま
で
お

金
を
持
っ
て
き
て
」
は
詐
欺
！
最
近
増
え
て
い
る
。

自
分
一
人
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る

こ
と
が
一
番
大
事
で
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
N
T
T
古
川
O
B
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
第
1
2
回
通
常
総
会
報
告

平
成
2
7
年
度
第
1
2
回
通
常
総
会
は
3
月
2
4
日
、
N

T
T
退
蔵
者
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
、
会
員
2
5
名
が
参

加
し
ま
し
た
さ

平
成
2
6
年
度
事
業
報
告
で
は
、
一
昨
年
に
続
き
9

名
の
新
漫
会
員
の
加
入
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
会
員

個
々
人
の
技
術
力
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
初
心
者

向
け
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
基
本
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
講
習

会
開
催
が
大
好
評
の
内
に
終
え
た
こ
と
等
、
〓
疋
の

斉
藤
　
駿
一

佐
々
木
　
芳
枝

荒
川
　
喜
一
郎

菅
原
　
武
人

佃
古
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

3
月
2
6
日
退
職
者
サ
ロ
ン
で
会
員
1
2
名
の
内
の
9

名
が
出
席
し
1
6
回
日
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
平
成
2
7
年
度
も

引
き
続
き
取
り
組
み
を
継

続
、
強
化
し
て
行
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
役

員
改
選
も
行
わ
れ
、
次
の

通
り
新
役
員
体
制
を
確
立

し
ま
し
た
。

各
種
議
案
を
承
認
、
そ

の
後
勉
強
会
を
行
っ
た
。

今
年
も
毎
週
木
曜
日
退

職
者
サ
ロ
ン
に
会
員
が
集

ま
り
棋
力
の
向
上
を
会
員

相
互
の
よ
り
一
層
の
親
睦

を
図
る
た
め
勉
強
会
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

・
平
成
2
6
年
度
の
大
会
成
績

秋
季
大
会

優
勝
　
扇
子
　
博
行
　
　
準
優
勝
　
佐
々
木
　
寛

打
ち
初
め
会

優
勝
　
三
浦
　
克
己
　
　
準
優
勝
　
菊
地
　
清
和

2
7
年
度
は
大
会
を
4
回
開
催
予
定
し
て
お
り
勉
強

会
に
も
い
つ
も
以
上
に
力
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

㈱
花
野
乗

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
花
野
異
に
参
加
し
て
、
2
年
日
。

私
と
絵
手
紙
と
の
出
会
い
は
、
通
勤
途
中
の
古
川
駅

で
し
た
。
絵
手
紙
の
展
示
会
が
時
折
あ
り
ま
し
た
。
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通
勤
途
中
の
足
を
止
め
、
楽
し
み
に
、
見
て
い
ま
し

た
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
絵
、
暖
か
み
の
あ
る
タ
ッ
チ
、

そ
ん
な
絵
手
紙
に
心
引
か
れ
、
い
や
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
い
つ
の
日
に
か
、
私
も
こ
ん
な
風
に
書
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
数
年
後
に
友
人
の
紹
介
で
花

野
異
に
入
る
事
に
な
り
、

毎
月
、
楽
し
み
に
参
加

し
て
お
り
ま
す
。

実
際
に
は
、
見
る
と

書
く
で
は
大
違
い
で
、

書
い
て
も
様
に
は
な
ら

ず
、
先
輩
達
と
は
雲
泥

の
差
。
た
め
息
が
出
る

日
々
で
す
。
ヘ
タ
は
ヘ
タ
な
り
に
こ
れ
も
味
と
思
い

書
き
続
け
る
日
で
す
。
ス
ラ
ス
ラ
と
書
き
上
げ
る
先

輩
の
絵
手
紙
の
様
に
、
い
つ
か
、
私
も
こ
ん
な
風
に

書
き
上
げ
る
事
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

又
、
花
野
果
で
は
、
季
節
の
行
事
や
花
々
と
の
出

会
い
を
大
切
に
作
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
正
月
用

の
年
賀
状
作
り
、
節
分
の
時
期
に
は
鬼
の
絵
を
書
き
、

3
月
に
お
ひ
な
様
の
色
紙
を
作
り
、
4
月
・
5
月
と

早
春
の
花
々
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
、
初
夏
に
は
写

生
会
を
開
き
、
野
外
で
の
花
と
ふ
れ
あ
い
、
絵
に
書

き
、
7
月
に
は
う
ち
わ
に
絵
を
書
き
、
マ
イ
う
ち
わ

を
作
り
、
パ
タ
パ
タ
と
風
を
あ
お
ぎ
、
涼
風
を
楽
し

み
、
秋
に
は
味
覚
の
秋
を
書
き
、
季
節
の
移
ろ
い
を

感
じ
、
1
2
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
成
、
幼

な
い
孫
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
こ
ん
な
に
季
節
と
の
出

会
い
を
楽
し
む
事
が
出
き
ま
す
。

絵
手
紙
を
書
く
事
は
、
今
の
私
の
さ
さ
や
か
な
楽

し
み
。
時
折
、
友
達
や
親
戚
に
送
っ
て
ま
す
。
送
ら

れ
た
皆
は
、
迷
惑
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
さ
さ

や
か
な
楽
し
み
に
少
々
お
つ
き
あ
い
下
さ
い
。
絵
手

紙
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
友
も
い
る
事
を
励
み
に
今

月
も
楽
し
み
な
が
ら
書
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

㈲
マ
ル
チ
レ
デ
ィ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
2
7
年
度
活
動
に
つ
い
て
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

忌
博
の
な
い
意
見
交
換
を
し
会
と
し
て
の
運
営
方
法

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
公
民
館
庭
の
満

開
の
桜
を
愛
で
な
が
ら
お
花
見
に
興
じ
花
よ
り
ダ
ン

ゴ
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
1
年
間
の
活
動
に
各
自

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
会
合
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
私
達
に
と
っ
て
大
切
で
意
義
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

㊨
小
牛
田
ク
ラ
ブ

◎
2
7
年
度
定
期
総
会
の
開
催

第
2
9
回
冒
と
な
る
恒
例
の
定
期
総
会
を
、
平
成
2
7

年
5
月
1
8
日
に
、
2
3
名
の
参
加
者
を
迎
え
小
牛
田
駅

前
の
　
「
友
栄
会
館
」
　
で
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、

折
り
紙
、
着
付
、

茶
道
、
絵
手
紙
、

健
康
体
操
、
生
花

等
で
す
。
さ
さ
や

会
は
事
務
局
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
信
夫
会

長
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

電
友
会
顧
問
の
菊
地
様

の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴

へ
と
入
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
ご
来
賓
の

大
町
和
義
古
川
営
業
支

か
な
行
事
で
も
会
員
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
情
報
交

換
や
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
、
相
談
等
が
頭
の
体
操
に
連
が

り
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

月
一
回
の
例
会
が
会
員
相
互
の
連
携
を
増
し
、
豊
か

な
日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
目
的
に
も
な
っ
て
ま
す
。

店
長
並
び
に
遊
佐
賢
二
古
川
地
区
協
議
会
会
長
（
他

2
名
）
　
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
大
町
支
店
長
、

遊
佐
会
長
よ
り
、
N
T
T
及
び
退
職
者
の
会
の
現
状

報
告
を
頂
き
、
祝
宴
で
は
、
お
互
い
の
近
況
を
語
り

合
い
、
全
員
の
無
事
を
確
認
し
、
楽
し
く
寿
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
話
に
花
が
咲
き
、
盛

大
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
大
原
副
会
長
の
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H26．2．8・9旅行会　松島新富事で

締
め
の
乾
杯
を
頂
き
今
年
も
全
員
が
飛
躍
の
年
に
な

れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
6
月
の
旅
行
会
で
の
再
開
を

約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

◎
新
年
会
の
開
催

第
1
6
回
冒
と
な
る
恒
例
の
新
年
会
を
、
平
成
2
7
年

1
月
1
7
日
に
、
2
2
名
の
参
加
者
を
迎
え
小
牛
田
駅
前

の
　
「
上
野
屋
食
堂
」
　
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
は
事
務
局
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
信
夫
会
長
の

年
頭
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
電
友
会
顧
問
の
菊
地
様

の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
へ
と
入
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
古
川
地
区
協
議
会
様
よ
り
遊
佐
会
長
始

め
幹
部
の
方
3
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
遊
佐
会
長

よ
り
退
職
者
の
会
の
現
状
報
告
を
頂
き
、
祝
宴
で
は
、

平
成
2
6
年
度
第
2
回
1
泊
旅
行
を
2
7
年
2
月
8
日

と
9
日
に
日
本
三
景
松
島
花
ご
こ
ろ
の
湯
「
新
富
亭
」

で
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
1
7
年
9
月
発
足
以
来
年
2
回
の
実
施
計
画
で

頑
張
っ
た
結
果
、
最
大
の
参
加
と
な
り
皆
さ
ん
の
再

会
を
楽
し
み
に
電
車
で
松
島
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。

月
1
0
日
2
1
名
の
参
加
で
加
護
坊
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

お
互
い
の
近
況
を
語
り
合

い
、
全
員
の
無
事
を
確
認

し
、
楽
し
く
新
年
を
寿
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘

れ
、
話
に
花
が
咲
き
、
盛

大
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
大
原
副
会
長
の
締

め
の
乾
杯
を
頂
き
、
今
年

ホ
テ
ル
到
着
後
、
早

速
花
ご
こ
ろ
の
湯
に
浸

か
り
日
頃
の
疲
れ
を
癒

し
ま
し
た
。

夜
の
宴
は
、
信
夫
会

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま

した。会
の
目
的
で
あ
る
旅

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
2
6
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
報
告

の
後
2
7
年
度
事
業
計
画

及
び
大
会
日
程
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

大
会
予
定
は
、
6
月
、

9
月
、
1
1
月
の
年
3
回

も
全
員
が
飛
躍
の
年
に
な
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
5
月

開
催
の
定
期
総
会
で
の
再
会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
探
健
。
笑
は
こ
こ
だ
ク
ラ
ブ

行
会
を
通
じ
て
、
健
康
の
源
で
あ
る
大
い
に
だ
べ
り
、

大
い
に
笑
い
合
い
、
大
声
で
歌
い
合
い
を
心
が
け
楽

し
ん
で
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
時
間
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

名
残
り
惜
し
く
散
会
し
た
の
で
、
幹
事
の
部
屋
で

二
次
会
を
し
夜
遅
く
ま
で
だ
べ
り
合
い
ま
し
た
。

翌
日
は
強
風
の
た
め
電
車
が
1
時
間
遅
れ
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
発
生
し
た
の
で
そ
れ
を
利
用
し
て
、
駅
の

待
合
室
で
、
思
い
思
い
の
昔
話
を
し
有
効
に
過
ご
し

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

㈱
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
平
成
2
7
年
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
総
会
を
、
4

予
定
し
、
恒
例
の
「
お
い
た
ま
」
　
「
古
川
」
「
小
牛
田
」

の
3
地
区
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
9
月
9
日
に

小
牛
田
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
主
催
で
大
崎
市
田
尻

の
「
加
護
坊
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
　
で
行
わ
れ
る
事
を

確
認
し
ま
し
た
。

更
に
今
年
は
役
員
改
選
時
期
に
あ
た
り
新
幹
事
に

川
越
文
男
さ
ん
を
全
員
一
致
で
採
択
し
総
会
は
終
了

し
、
引
き
続
き
参
加
者
全
員
で
定
期
練
習
を
行
い
ま

した。・平
成
2
6
年
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
納
会
を
、
1
2

月
5
日
中
華
飯
店
「
幸
楽
」
　
で
1
6
名
が
参
加
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
2
1
回
の
定
期
練
習
と
3
回
の
大
会
を
実

施
し
延
べ
参
加
人
数
3
0
3
名
で
目
標
の
3
0
0
名

を
愛
好
会
創
設
以
来
初
め
て
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
1
年
間
の
成
績
表
と
と
も
に
、
年
間
優
秀
賞
、
猛
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打
算
、
特
別
賞
、
皆
勤
賞
等
が
発
表
さ
れ
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

優
秀
賞
　
毛
利
学
治
　
　
猛
打
賞
　
渡
通
徹
之

特
別
賞
　
鹿
岩
　
敦

皆
勤
賞
　
北
川
澄
男
　
　
大
原
　
啓
祐

大
原
直
子

㊨
気
仙
沼
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
開
催

2
6
年
7
月
1
5
日
気
仙
沼
本
郷
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

ア
ー
バ
ン
に
於
い
て
、
来
賓
に
電
友
会
小
野
寺
昭
夫

東
北
地
方
本
部
長
、
N
T
T
東
日
本
－
東
北
及
川
善

明
気
仙
沼
営
業
支
店
長
を
お
迎
え
し
、
会
員
3
0
名
出

席
で
開
催
し
ま
し
た
。

読
長
に
小
鹿
勝
弘
氏
を
選
出
し
議
事
を
進
め
、
各

議
案
を
審
議
し
た
結
果
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
懇
親
会
を
開
催
し
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
お
互
い
の
近
況
を
語
り
合
い
、
無
事
を
確
認
し
、

今
後
の
健
康
を
祈
念
し
楽
し
い
宴
会
と
な
り
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◎
講
演
会
の
実
施

2
6
年
7
月
1
5
日
気
仙
沼
市
本
郷
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

ア
ー
バ
ン
に
お
い
て
、
N
T
T
東
日
本
－
東
北
及
川

善
明
気
仙
沼
営
業
支
店
長
の
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

演
題
　
N
T
T
東
日
本
の
概
況
報
告

2
6
年
7
月
1
日
か
ら
変
更
と
な
る
N
T
T
東
日
本

の
組
織
や
損
益
の
推
移
、
フ
レ
ッ
ツ
光
の
契
約
状
況
、

そ
し
て
気
仙
沼
ビ
ル
の
入
居
概
況
、
又
震
災
復
旧
復

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
等
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
震
災
の
復
旧
復
興
に
N
T
T
が
全
力
で
い

る
こ
と
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

御
忙
し
い
中
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
詳
細
で
親

切
な
説
明
、
質
問
に
対
す
る
丁
寧
な
回
答
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

◎
気
仙
沼
ビ
ル
見
学
会

気
仙
沼
ビ
ル
の
変
化
に
大
き
な
感
心
を
持
ち
、
機

会
が
有
っ
た
ら
見
学
し
た
い
と
の
希
望
が
有
り
、
N

T
T
の
ご
協
力
を
得
て
、
4
月
2
3
日
1
5
名
の
参
加
で

実
施
し
ま
し
た
。

華
や
か
だ
っ
た
交
換
室
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
、

来
客
の
絶
え
な
か
っ
た
窓
口
は
年
金
機
構
に
、
花
形

だ
っ
た
電
報
室
は
法
務
局
に
と
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

変
化
に
驚
く
と
共
に
、
N
T
T
社
員
の
皆
様
の
ご
活

躍
、
御
健
康
を
祈
念
し
ま
し
た
。
ご
案
内
、
御
説
明

し
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

◎
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

2
6
年
5
月
2
2
日
一
関
市
室
根
町
、
き
ら
め
き
パ
ー

ク
に
て
実
施
予
定
で
し
た
が
前
日
の
雨
の
た
め
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
ず
、
日
帰
り
温
泉
と
昼
食
会
の

み
実
施
し
ま
し
た
。

9
月
4
日
唐
桑
半
造
運
動
広
場
に
お
い
て
、
退
職

者
の
会
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
　
1
6
名

1
位
　
畠
山
　
和
雄
　
　
2
位
　
五
十
嵐
　
寄
生

震
災
に
よ
り
会
場
が
無
く
遠
距
離
の
唐
桑
町
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
笑
い
声
や
歓
声
の
大
き
な

楽
し
い
大
会
で
し
た
。

◎
太
極
拳
体
験
講
習
会

2
6
年
1
0
月
3
1
日
気
仙
沼
市
総
合
体
育
館
に
お
い
て

実
施
し
ま
し
た
。

講
師
　
星
野
一
子
様
　
　
参
加
者
目
名

昨
年
に
続
き
3
回
目
の
開
催
で
し
た
。
親
切
に
繰

り
返
し
指
導
し
て
頂
き
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
っ
て
い
る
堅
い
体
を
ほ
ぐ
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。
参
加
者
に
大
変
好
評
で
し
た
。
参
加
者

が
減
少
し
て
来
た
の
で
開
催
時
期
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

◎
新
年
会
の
開
催

平
成
2
7
年
2
月
封
日
気
仙
沼
市
唐
桑
町
、
漁
火

パ
ー
ク
で
、
3
3
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

左
に
太
平
洋
、
右
に
気
仙
沼
湾
と
大
変
展
望
の
よ

い
会
場
で
、
参
加
者
も
増
え
、
震
災
の
復
旧
復
興
状

況
を
中
心
に
近
況
や
昔
話
で
、
又
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り

等
、
ゲ
ー
ム
で
の
賞
品
も
有
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
1
年
の
健
康
を

祈
念
し
乾
杯
し
ま
し
た
。
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⑳
石
巻
電
衣
食

◎
N
T
T
グ
ル
ー
プ
O
B
。
O
G
交
流
会
開
催

平
成
2
6
年
1
0
月
2
3

日
、
O
B
・
O
G
5
0
名

が
参
加
し
、
石
巻
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
カ

ラ
オ
ケ
や
踊
り
で
盛
り

上
が
り
、
和
や
か
に
交

流
を
深
め
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

2
6
年
6
月
に
会
員
1
7
名
（
会
長
　
中
山
勝
文
）
　
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

2
6
年
日
月
1
2
日
の
納
会
大
会
は
、
目
名
が
参
加
し
、

優
勝
・
中
山
勝
文
さ
ん
、

準
優
勝
・
志
田
周
一
さ

ん
で
し
た
。

2
7
年
の
例
会
は
、
月

1
回
（
原
則
第
2
火
曜

日
）
　
の
活
動
と
し
て
い

ま
す
。


